
超臨界流体部会 臨時幹事会 
日時 平成 25 年 8 月 1 日（木） 

17：00～18:00 
場所 クロスウエーブ 船橋 

 
 

審議事項   

1．秋季大会 シンポジウム 学生賞について 

2．代議員の推薦について 

 

報告事項 

1． 部会ＣＴからの報告事項 

 

お知らせ 

   1．超臨界流体に関する国際ミニシンポジウム 2013  



審議事項 

 1．秋季大会 シンポジウム 学生賞 

 

2013 年 5 月 28 日 

 

                       化学工学会第 44 回秋季大会オーガナイザー 

                         佐藤 善之，佐々木 満，堀川 愛晃，相澤 崇史 

 

超臨界流体部会 第 45 回化学工学会秋季大会 学生賞審査基準 

 

 

① 審査項目 

  審査の対象と内容： 

  主眼： 審査は，研究内容ではなく，「プレゼンテーション技術」ならびに「発表者の研究に対する理解

度と貢献度」の評価で行う． 

  学生賞の審査対象と内容・配点は，次のとおりとする． 

   1) プレゼンテーション技術（10 点） 

    説明は論理的に構成され，聴衆の理解を助けるようになされているか． 

    スライドは，説明を適切に補助し，聴衆の理解を助けるように作られているか． 

   2) 発表者の研究に対する理解度と貢献度（20 点） 

    本審査項目の評価は，発表だけでなく質疑応答の際の質問への回答も参考にする． 

    2-1) 発表者が自分の研究目的を理解し，その目的に対し発表者の考えに基づいた研究実施が

されているか． 

    2-2) 結果の解釈と考察は合理的か． 

 

② 審査方法 

a) 審査員は，オーガナイザーが協議の上指名する． 

b) 学生賞にエントリーした学生以外が登壇した場合は、審査対象としない． 

 c) 1 件の発表は，原則 3 名の審査員で審査するものとする． 

 d) 「審査項目」の得点を合計し，審査員の人数で割ることで，「審査員 1人あたりの平均得点」を計算す

る． 

   「審査員 1人あたりの平均得点」が多い順に所定人数総発表件数の上位 20%程度の受賞者を選ぶ． 

 e) 小数点以下までの同点者が出た場合には，部会長およびオーガナイザーが合議し，受賞者を選ぶ

ものとする．この際の基準として，「2) 発表者の研究に対する理解度と貢献度」の点数が高い者を上

位とする．この項目でも同点の場合は，「2-1) の発表者が自分の研究目的を理解し，その目的に対

し発表者の考えに基づいた研究実施がされているか．」の点数が高い者を上位とする． 

 

以上 
 

 



 

  



  



報告事項 

■部会ＣＴからの報告事項 

   【報告事項】 

     １）平成25年度部会・部会CTの活動方針 

     ２）部会活動功労賞（部会CT賞）の報告 

   

■その他委員会等からの報告事項のうち部会に関係するもの 

 

  ①来年度の秋季大会（第46回）開催時期/場所が 

     2014.9.17～19、九州大学（伊都キャンパス） 

   に正式決定。 

 

  ②男女共同参画委員会の本年度活動計画として、 

   部会長インタビュー（仮称）を検討中。 

 

  ③平成26・27年度代議員選出について 

    総数237名 

    本部・部会推薦、支部推薦の順で調整 

    各部会への配分数を若干変更（前回に比べ１部会増えているため） 

 

    ⇒後日、部会推薦について事務局よりご連絡申し上げます。 

 

  ④第78年会@大阪大学の収益の配分について 

    「本部大会収支差額取扱規定」に基づき分配 

    （43,100円/シンポジウム；共催の場合は均等割り） 

  



お知らせ  



 

 

 

 

 


